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【緒 　言 】 近 年,CAD/CAMに よ る歯 科 補 綴 装
置 が普及 しつつ あ り,チ タンや各種 セラ ミックス
が加工材料 として用 い られて い るが,同 一 の条件
に よる異 なる加工材料 を用 いた補 綴装置 の適 合精
度 を比較 した報告 は見受 け られない。 そ こで本研
究で は,チ タンとセ ラ ミックスブ ロ ックにつ いて
2種 のCAD/CAMシ ス テ ムに よ り作 製 した コー
ピングの支 台歯原型 との適合精 度 を比較検 討 した。
【材料 および方法】(1)実験 材料:本 実験 で使 用
し たCAD/CAMシ ス テ ム はDECsY(MEDIA)
とGN-1(GC)の2機 種 で,そ の加 工 用 ブ ロ ッ
クに はチ タ ンブ ロ ックが デ ク シー ソ フ トチ タ ン
(MEDIA)とGN-1チタ ンブ ロ ック(GC),セ
ラ ミ ッ ク ス ブ ロ ッ ク がProCAD　BIocks　Refill
200/114(lvoclar　vivadent)とセラ ミックブ ロッ
クA3M(GC)を 使 用 した。(2)実験 方法:外 径
11.Omm,基底 部の直 径9.Omm,高さ5.Omm,片
側 テーパ ー4°,マージ ン形 態が シ ョル ダー タイプ
の円柱状金型 に対 し複模型 を製作 し,支 台歯原 型
と して実験 に供 した。支 台歯原型 は さらに印象採
得 を行い,硬 質石膏 にて支 台歯模 型 を製作 した。
CAD/CAM　2機 種 につ いて は それ ぞれ の マニ ュ
アル に沿 って設 計,加工 を行 った。加 工形態 は コー
ピング形態 とした。 セメ ン トスペ ー ス(以 後,ス
ペ ー サ ー)の 厚 さ はDEcsYで35,55お よ び
75μm,GN-1で10,30,および50μmに 設定 し
た。作製 した コーピ ング を対応 した支台歯 原型へ
適合 させ,固 定,包 埋 を行 った。包埋後,歯 軸方
向 か ら切 断 し,読 み取 り顕微鏡 にて適合精 度の測
定 を行 った。測定点 は辺縁部,軸 側部 および咬合
面部 とした。測定 は各条件 につ き5回 行 い,得 ら
れ た結果 は部位 ご とに検 定 を行 った。
【結 果お よび考察】DECSYを 用 いて作製 したチ
タ ンコー ピングは,辺 縁部 では スペ ーサーの値 が
大 きくな るに従 って適合精度 が良好 にな る傾向 が
見 られ,35μmと75μmの 条件 問で 有意 差 が認
め られた。軸側部 では スペ ーサ ーの値 が大 き くな
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るに従 って適合精度が大 きくなる傾向が見 られ,
35μmと75μmの条件間で有意差が認め られた。
DECSYを用いて作製 したセラミックスコーピン
グは,全 ての部位でスペーサーの値による違いは
認められなかったが,ス ペーサーが大 きくなるに
つれてやや適合精度 も大きくなる傾向が見 られた。
GN-1を用いて作製 したチタンコーピングは,辺
縁部および軸側部ではスペーサーの値による違い
は認められなかったが,咬 合面部では10μmよ
り50μmの条件 で有 意 に大 きな値 を示 した。
DECSYを用いて作製 したセラ ミックスコーピン
グは,辺 縁部ではスペーサーの値が大きくなるに
従って適合精度が良好になる傾向が見 られ,全 て
の条件 間で有意差が認 め られた。軸側部ではス
ペーサーの値が増加す るに従って適合精度は大き
くなる傾向が見 られ,10μmと50μmの条件問
で有 意 差 が 認 め られ た。 以 上 の 結 果 か ら,
DECSYを用いる場合には,チ タンはタイ ト,セ
ラミックスはルーズな適合 となる傾向が見 られ,
GN-1では,チ タンはルーズ,セ ラミックスはタ
イ トな適合 とな る傾 向 が見 られ た。 よ って,
CAD/CAMを用いて補綴装置 を作製す る場合 に
は,シ ステムと加工材料により適切な設定が異な
るために注意が必要であることが示唆 された。
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